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田
瀬
ダ
ム
完
成
60
周
年
事
業
承
認

　

小
田
島
峰
雄
会
長
を

　

議
長
に
協
議
を
進
め
る

　

平
成
25
年
度
の
田
瀬
ダ
ム

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
協

議
会
総
会
が
、
２
月
20
日
（
木
）

田
瀬
振
興
セ
ン
タ
ー
講
義
室

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
先
ず
主
催
者
で

あ
る
協
議
会
会
長
の
小
田
島

峰
雄
氏
が
挨
拶
。
そ
の
後
、
推

進
協
議
会
顧
問
で
あ
る
北
上

川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所
長

の
西
條
一
彦
氏
、
遠
野
市
長
代

理
の
遊
田
啓
悦
環
境
整
備
部

長
が
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
小
田
島
会
長
を

議
長
と
し
て
、
①
ビ
ジ
ョ
ン
推

進
に
か
か
わ
る
平
成
25
年
度

の
取
り
組
み
状
況
②
推
進
協

議
会
構
成
団
体
、
事
務
局
、
規

約
の
変
更
③
田
瀬
ダ
ム
水
源

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
④

平
成
26
年
度
活
動
計
画
の
４

項
目
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
下
に

　

ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
も

　

主
な
協
議
の
内
容
は
以
下

の
通
り
で
す
。
②
の
規
約
の
変

更
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
設
置

さ
れ
て
い
た
部
会
が
機
能
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
必
要
な

事
業
に
対
応
し
や
す
く
す
る

た
め
、
事
業
ご
と
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

③
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
以
前
推
進
協
議

会
構
成
団
体
を
対
象
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
元
に
、

２
度
に
わ
た
り
推
進
協
議
会

幹
事
会
に
て
協
議
。
そ
の
結
果

の
資
料
を
事
務
局
が
説
明
し
、

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
施

策
で
あ
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
施

策
の
変
更
や
、
似
た
内
容
の
施

策
を
統
合
す
る
こ
と
な
ど
が

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

60
周
年
記
念
と
し
て

　

10
の
事
業
を
承
認

　

④
の
平
成
26
年
度
の
活
動

計
画
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

３
回
開
か
れ
た
田
瀬
ダ
ム
完

成
60
周
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
運
営
会
議
で
協
議
さ
れ
た

内
容
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
①
第
２
回

田
瀬
湖
一
斉
清
掃
＆
ご
み
川

柳
大
会
②
砥
森
山
山
開
き
③

第
27
回
田
瀬
湖
湖
水
ま
つ
り

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
④
第
２
回
マ
イ

リ
バ
ー
猿
ヶ
石
⑤
小
学
生
の

田
瀬
ダ
ム
一
日
所
長
体
験
⑥

田
瀬
の
み
の
り
ま
つ
り
＆
移

転
者
交
流
会
⑦
「
第
６
回
み
ち

の
く
ダ
ム
湖
サ
ミ
ッ
ト
in
田

瀬
」
関
連
イ
ベ
ン
ト
⑧
田
瀬
湖

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
⑨
田
瀬

湖
氷
上
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
大
会

⑩
田
瀬
湖
情
報
発
信
事
業
と

い
う
10
の
事
業
で
す
。

　

こ
の
他
に
、
①
猿
ヶ
石
川
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
②
猿
ヶ
石

川
カ
ッ
パ
の
川
な
が
れ
大
会

実
施
検
討
調
査
、
③
水
源
地
域

セ
ミ
ナ
ー
、
④
広
報
誌
『
猿
ヶ

石
川
通
信
』
発
行
に
つ
い
て

も
、
昨
年
度
同
様
に
継
続
す
る

こ
と
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
終
了
後
は
、
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
各
団
体
が
活
動
状

況
を
報
告
。
ま
た
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
高
橋
薫
富
士
大
学
教

授
よ
り
、
60
周
年
記
念
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
貴
重
な

助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

推
進
協
議
会
構
成
団
体
代
表
等
41
名
が

平
成
26
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
協
議

平
成
25
年
度
田
瀬
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
協
議
会
総
会
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猿ヶ石川流域ニュースファイル

　

２
月
12
日
（
水
）
、
田
瀬
湖
釣

り
公
園
の
管
理
を
し
て
い
る

田
瀬
振
興
公
社
ス
タ
ッ
フ
等

田
瀬
地
区
民
と
ビ
ジ
ョ
ン
事

務
局
７
名
に
て
、
岩
洞
湖
（
盛

岡
市
玉
山
区
）
の
ワ
カ
サ
ギ
釣

り
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

天
候
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
７

人
を
乗
せ
た
車
は
岩
洞
湖
へ

向
い
北
上
。
岩
洞
湖
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
に
11
時
頃
に
着
く
と
、
平

日
に
も
関
わ
ら
ず
、
湖
上
に
は

色
と
り
ど
り
の
テ
ン
ト
が
並

ん
で
い
ま
し
た
。

　

先
ず
は
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
内

を
見
学
。
こ
こ
で
は
、
ワ
カ
サ

ギ
釣
り
に
関
す
る
様
々
な
情

報
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
他
、
売

店
で
は
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
道
具

の
販
売
や
レ
ン
タ
ル
も
さ
れ

て
い
ま
す
。
中
に
は
、
岩
洞
湖

の
ワ
カ
サ
ギ
で
つ
く
っ
た
魚

醤
も
売
ら
れ
て
ま
し
た
。

　

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
内
に
は
食

堂
も
あ
り
、ち
ょ
う
ど
お
昼
と

い
う
こ
と
で
、
名
物
の
「
行
者

ニ
ン
ニ
ク
ラ
ー
メ
ン
」
と
ワ
カ

サ
ギ
の
天
ぷ
ら
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

食
後
は
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の

隣
に
あ
る
岩
洞
湖
漁
協
詰
め

所
へ
移
動
。
岩
洞
湖
漁
協
組
合

長
の
佐
藤
圭
氏
等
に
、
岩
洞
湖

の
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
の
状
況
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

岩
洞
湖
で
は
、
ド
ー
ム
船
を

活
用
し
た
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
を

本
格
的
に
導
入
。
湖
が
結
氷
し

て
い
な
い
期
間
で
も
釣
り
客

が
来
る
よ
う
に
な
り
、
大
幅
な

収
入
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。「
田
瀬
湖
で

も
ぜ
ひ
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

と
助
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

説
明
後
は
、
詰
め
所
の
前
に

あ
る
浮
き
桟さ

ん
ば
し橋

を
渡
り
、
ド
ー

ム
船
を
見
学
。
ド
ー
ム
船
と浮き桟橋を渡りドーム船へ。

水源地域セミナーの事例発表の様子。

釣り客の説明を真剣に聞く視察団一行。

カーペットが敷いてあるドーム船は快適。

岩
洞
湖
ワ
カ
サ
ギ
釣
り

視
察
レ
ポ
ー
ト

は
、
園
芸
用
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
が
湖
面
に
浮
い
て
い
る
も

の
。
岩
洞
湖
で
は
現
在
４
つ
の

ド
ー
ム
船
を
使
用
。
ド
ー
ム
内

は
ス
ト
ー
ブ
が
つ
い
て
い
て

暖
か
く
、
床
板
の
一
部
を
外
す

と
、
そ
こ
か
ら
釣
り
糸
を
垂
ら

し
て
釣
り
が
楽
し
め
ま
す
。

中
に
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
敷
き
の

ド
ー
ム
も
あ
り
、
寝
転
が
っ
て

も
で
き
そ
う
。
子
供
連
れ
で

も
、
こ
れ
な
ら
安
心
。
貸
し
切

り
も
で
き
る
そ
う
で
、
会
社
な

ど
で
の
釣
り
大
会
企
画
な
ど

も
面
白
そ
う
で
す
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

２
月
20
日
（
木
）
田
瀬
ダ
ム

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
協

議
会
総
会
終
了
後
、「
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
今
・
未
来
」

と
題
す
る
水
源
地
域
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
最
初
に

猿
ヶ
石
川
流
域
で
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実
践
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
野
山
里
暮

ら
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
の

浅
沼
亜
希
子
さ
ん
、
東
和
町
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
運
営
協

議
会
代
表
の
藤
井
輝
雄
さ
ん
、

北
上
川
フ
ィ
ー
ル
ド
ラ
イ
フ

ク
ラ
ブ
代
表
の
白
畑
誠
一
氏

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
事
例
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠

野
山
里
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
代
表
の
菊
池
新
一
氏
に
よ

る
講
演
。
新
一
氏
は
、
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
出
会
い

か
ら
、
遠
野
に
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
根
づ
か
せ
る
た
め

に
行
っ
て
き
た
様
々
な
事
例

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

以
前
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
理
屈
中
心
の
男
性
が
主

体
で
、「
男
の
ロ
マ
ン
女
の
フ

マ
ン
（
不
満
）
」
と
言
わ
れ
て
き

た
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
女

性
を
主
役
に
し
た
「
『
女
の
ロ

マ
ン
男
の
ガ
マ
ン
（
我
慢
）
』
へ

の
転
換
が
成
功
へ
の
カ
ギ
」
と

話
し
、
参
加
者
も
納
得
の
様
子

で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

ド
ー
ム
内
に
は
若
い
カ
ッ

プ
ル
の
釣
り
客
や
、
本
格
的
な

魚
群
探
知
機
持
参
の
釣
り
客

も
。
一
行
は
興
味
深
げ
に
釣
り

客
に
道
具
の
使
い
方
な
ど
を

質
問
。
そ
れ
ぞ
れ
大
い
に
刺
激

を
受
け
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

岩洞湖レストハウス内は、

ワカサギ釣り情報や関連

グッズが並んでいる。

わかさぎ魚醤。

ドーム船内の釣りの状況を見学。
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北 上 川 ダ ム 統 合
管 理 事 務 所 長

　

北
上
川
と
は

　

 

縁
が
あ
る
ん
で
す

　

私
は
石
巻
の
代
々
の
米
農

家
に
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
家

は
北
上
川
の
す
ぐ
近
く
で
、
私

が
今
度
こ
こ
（
北
上
川
ダ
ム
統

合
管
理
事
務
所
）
に
来
た
と
い

う
の
も
、
何
か
北
上
川
と
は
縁

が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

こ
こ
の
仕
事
は
、
北
上
川
の

５
つ
の
ダ
ム
（
四
十
四
田
、
御

所
、
湯
田
、
田
瀬
、
胆
沢
）
の
管

理
。
主
要
な
仕
事
は
、
水
量
調

節
で
す
。
大
雨
の
時
は
下
流
の

川
が
溢
れ
な
い
よ
う
に
、
渇
水

の
時
は
田
ん
ぼ
や
水
道
水
が

不
足
し
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

去
年
も
大
雨
の
災
害
が

あ
っ
た
ん
で
す
が
、ち
ょ
っ
と

間
違
う
と
下
流
の
浸
水
被
害

が
起
き
る
。
緊
張
し
ま
す
し
、

責
任
が
重
い
仕
事
で
す
。
こ
の

よ
う
な
ダ
ム
の
役
割
に
つ
い

て
、
も
っ
と
一
般
の
方
々
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ダ
ム
に
も
限
界
が

あ
る
の
で
、
防
ぎ
き
れ
な
い
こ

と
が
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
昨
年
８
月
の
大

雨
で
、
盛
岡
市
に
避
難
勧
告
が

出
さ
れ
た
ん
で
す
が
、
実
際
に

は
７
％
し
か
避
難
し
な
か
っ

た
。
近
年
は
雨
の
降
り
方
も
以

前
と
は
違
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
警
戒
が
必
要
で
す
。

　
　
　

　

み
ん
な
こ
の
地
域
が

　

 

好
き
な
ん
で
し
ょ
う
ね

　
　

　

猿
ヶ
石
川
流
域
に
は
、
以
前

岩
手
に
勤
め
て
い
た
時
に
、
何

度
か
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

第
一
印
象
は
「
遠
か
っ
た
」
。
そ

し
て
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

地
域
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
に
、「
田
瀬
湖
一

斉
清
掃
＆
ご
み
川
柳
大
会
」
に

参
加
し
ま
し
た
が
、
随
分
い
っ

ぱ
い
の
人
が
参
加
し
て
い
た

の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
環

境
に
つ
い
て
の
意
識
が
強
い

地
域
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
上
下
流
の
交
流

と
い
う
点
で
、
も
っ
と
多
く
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
は
、
田
瀬
ダ
ム
水
源

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
協
議
会

の
総
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
い
ろ
ん
な

人
達
が
そ
れ
ぞ
れ
に
自
信
を

持
っ
て
活
動
し
て
い
る
。
み
ん

な
、
こ
の
地
域
が
好
き
な
ん
で

し
ょ
う
ね
。
だ
か
ら
、
活
動
が

継
続
さ
れ
て
い
る
ん
だ
と
思

い
ま
す
。

　
　
　

　

こ
れ
か
ら
の
60
年
を

　

 

ど
う
し
て
い
く
の
か

　　

今
年
は
田
瀬
ダ
ム
が
で
き

て
60
年
を
迎
え
る
わ
け
で
す

が
、
今
ま
で
の
60
年
を
し
っ
か

り
と
見
つ
め
直
す
こ
と
。
そ
し

て
、「
こ
れ
か
ら
の
60
年
を
ど

う
し
て
い
く
の
か
」
が
一
番
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ダ
ム
自
体

西條　一彦（さいじょう　かずひこ）さん

昭和 31 年、宮城県石巻市の農家に生まれ育つ。石巻工業高校土木課卒業

後、建設省（現在の国土交通省）に入省。初任地は御所ダム工事事務所。そ

の後、宮城県の七ヶ宿ダム工事事務所、福島工事事務所、岩手河川国道事

務所など宮城・福島・岩手を 13 回転勤。この間に 2 年間石巻市へ出向の

経験も持つ。昨年 4 月に釜房ダム管理所から転勤し現職に就く。趣味は

スポーツ観戦、ゴルフ。モットーは「以和為尊」（和をもって尊しとなす）。

の
管
理
も
含
め
て
で
す
。

　

そ
れ
に
は
、
遠
野
・
花
巻
市

民
に
田
瀬
湖
の
水
の
状
態
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切

で
す
ね
。
田
瀬
湖
の
き
れ
い
な

水
を
復
活
さ
せ
て
、
も
う
一
度

田
瀬
湖
を
活
用
し
て
遊
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

　

ダ
ム
と
し
て
も
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
広
報
す
る
な
ど
、
多

く
の
方
に
田
瀬
湖
へ
来
て
い

た
だ
け
る
よ
う
協
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

猿ヶ石川の野鳥

自然ウォッチング

ホオジロガモ（ガンカモ科　全長：♂ 47cm　♀ 40cm）

雌雄とも頭の形が三角形と特徴的で、オスの頬に白い模様

があることが名前の由来。冬鳥として渡来し、猿ケ石川では

毎年つがいで５，６羽見られ、もぐって魚や水生昆虫などを

とる様子が観察できます。（写真提供：とうわ野鳥の会）

File No. ６
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　　　　　　 猿ヶ石川流域の霊峰へ一緒に登ろう！

　　　　　　　　  砥森山山開き（田瀬・宮守・鱒沢合同）

　

　田瀬ダム完成 60 周年を記念して、かつて行われていた「砥

森山山開き」を復活することになりました。山頂では、地域の

安全祈願と五穀豊穣を願っての神事を執り行います。その後

は、かつて山頂近くに小屋があったスペースにて交流会を行

い、地元神楽団体による権現舞も予定されています。

　砥森山は山頂が標高 670m で、時間さえかければ、小さな子

供でも登れる山です。この日は大勢の人が登りますので、こ

れまで登ったことのない方は、この機会にご一緒にいかがで

しょうか。

【内容】　平成 26 年５月５日（月・祝）

　　　　砥森山山頂神事：午前 11 時〜

　　　　交流会（山頂付近）：午前 11 時 30 分〜

＊登山口の駐車スペースに限りがありますので、車でお越し

の際は、乗り合わせするなどして参加下さいませ。十分な飲み

物、食料、雨具、着替えを持参下さい。

【問い合せ】　田瀬ダム水源地域ビジョン推進協議会事務局　

☎＆FAX 0198-64-2250（千葉）

猿ヶ石川流域インフォメーション
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編
集
後
記

　
田
瀬
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ

ン
推
進
協
議
会
の
総
会
も
終
わ

り
、田
瀬
ダ
ム
完
成
60
周
年
記

念
事
業
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

　

最
初
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
、

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た「
田
瀬
湖

一
斉
清
掃
＆
ご
み
川
柳
大
会
」。

そ
の
後
に
は
、「
砥
森
山
山
開

き
」も
行
わ
れ
ま
す
。ど
ち
ら

の
行
事
も
、猿
ヶ
石
川
上
下
流

に
暮
ら
す
多
く
の
方
々
が
、交

流
を
深
め
る
場
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
企
画
さ
れ
た
も
の
。

　

こ
れ
ら
の
行
事
を
一
つ
の

き
っ
か
け
と
し
て
、何
か
新
し

い
活
動
の
芽
が
出
て
く
れ
ば
い

い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。60
年
後

の
未
来
に
向
か
っ
て
。（
千
葉
）

　　　　　　　　川柳入選者には今年も賞品多数あり！

　　　　　第２回

　　　　　田瀬湖一斉清掃＆ごみ川柳大会
　

　昨年は、小さな

子供からおじい

ちゃん達まで総勢

約 130 名に参加い

た だ き、約 1.5 ト

ンのゴミを拾うこ

とができました。

　今年は田瀬ダム

完成 60 周年記念

プロジェクトの第１弾として、より盛大になりそうです。開会

式では、地元田瀬地域の若者達による「田瀬激流太鼓」が勇壮

な太鼓を披露。昨年より協賛団体も増えそうなので、川柳の入

賞者が増えそうです。あなたも一句ひねって、賞品をゲット。

　このイベントは、猿ヶ石川流域の上流と下流の市民が一同

に会し、共に汗しながら環境問題に取り組むという貴重な機

会です。清掃活動に参加し、その苦労を知った人は「ゴミを捨

てない人」にきっとなるはず。そういう意味では、体験を通じ

た環境学習の場にもなります。がんばってゴミ拾いを終えた

ら、今年も田瀬地区のお母さん達が作った美味しい豚汁をい

ただきましょう。

　午後からカヌーやボートの無料体験もできますので、希望

の方はおにぎりなど

ご持参下さい。ゴミ拾

いして、きれいになっ

た田瀬湖を湖上より

観察することができ

ますよ。楽しみながら

のイベントですので、

ご家族連れで気軽に

ご参加下さいませ。

【日時】　平成 26 年４月 27 日（日）

　　　　午前８時 30 分：受付開始

　　　　午前９時〜 11 時：開会式・清掃活動

　　　　午前 11 時〜 12 時 20 分：ごみ川柳大会・閉会式

　　　　午後１時〜３時：田瀬湖カヌー・ボート体験（希望者）

【集合】　東和 B&G 海洋センター (℡ 0198-44-5336）

【参加費】 無料

＊軍手やゴミ袋は用意してあります。清掃活動が出来る服装、

履物でご参加下さい。また、小雨決行ですので、天候が思わし

くない場合はカッパをご持参下さい。　　

【問い合せ】　田瀬ダム水源地域ビジョン推進協議会事務局

　　　　　　☎＆FAX　0198-64-2250（千葉）　

５/ ５

４/27

典
Q 川の生き物で水質を調べ

る方法とは？

A 川にすむ生物は、水に溶けている酸素（溶存

酸素という）の量や水質との関係で、自分に

合った環境の水辺にいます。そこにすんでい

る生物を調べることで、水質などの川の環境

がわかります。それを教えてくれる生物を「指

標生物」といい、この生物を使って水質を調

べる方法を「生物学的水質判定法」といいます。

全国水生生物調査では、29 種類の「指標生物」

を用いて、「きれいな水」から「大変きたない

水」まで４つの階級に分けて調べています。

川
豆
辞

砥森山山頂からは遠くの山々まで一望できます。


